







































































































































































































































































































































勢物語」六十九段の所謂「狩の使」 物語 r源氏物語 若紫巻に語られ
る光源氏と藤壺との密会の楊面の下敷きとされていると

































































































































































































































































































































































































































































































































































































の庭の蓬生」（新古今集·恋四・ーニ八五・俊成祠女）「来ぬ人を思ひ絶えたる庭の面の蓬が末ぞまつにまされ 」（新古今集·恋匹・ーニ八七·｛叔蓮〉:たづねても袖 かくぺき方ぞなき深き蓬の露のかごとを」〈新古＾品永．恋四．―二八八・源通光〉等の歌 、蓬生巻を本説に踏まえた作と考えられる。
(18)秋篠月消集·10ニ―°片山享『校本秋篠月消集とその研究」（笠
間掛院
一九七六年六月）参照。
(19)r風雅染』に四例が見え、
京極派好みの語梨であったかと考え
られる。
(20)小林一彦r尾花に白む」(r銀杏烏歌』創刊号
月）参照。
(21)中周子「大弐三位賢子の和歌におけるr源氏物語』享受の一
様相
L(r
和歌文学研究」第七十九号
一九九九年十二月）。
(22)寺本直彦注(2)前掲柑後編第四節。(23)寺本直彦注(2)前掲書、
同『源氏物語受容史論考
続編』（風
iuJ術房
一九八四年
i月〉、
窃谷芙恵子r実材卿母集序説ー源氏
物語との関
係（その一）1」（r広島女子大学文学部紀要』第四
号一
九六九年一二月）、
井上宗雄『錢倉時代歌人伝の研究」（風
間宵房
一九九七年三月）等。
(24)井上宗雄氏は注(23)前掲柑において、
r政範媒』が実材母の
次女の家集である可能性を指摘している。
(25)今西祐一郎「若紫巻の背景ー「北山」考H|」r公季と公経ー
「北山」考ロー」（同『源氏物語党書」岩波曹店
一九九八年七
月。
初出は『国語国文』一九八四年五月・六月）。
（たなか
ひろき
岡山大学文学部助教授）
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